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は じめに

はじめに

本研究の目的は、次の 2点である。1)対面場面で他者を説得しようとする時、われわれ

はどのような対人コミュニケーション。チャネルを使用してメッセージを生成するのか、2)

メッセージ生成に使用された対人コミュニケーション 。チャネルは受け手にどのような効

果を及ぼすのか、について検討することである。

従来の説得研究は、研究者がある要因を操作した説得的メッセージを作成し、その説得

的メッセージを小冊子や音声を利用して、複数の受け手に提示するという手法が取られて

きた。説得はコミュニケーションである。そこで、従来の説得研究を日常生活のコミュニ

ケーションに近づけるために、本研究では従来の説得研究に「対面」という状況を設定す

る。そうすることで、「言語的コミュニケーション (Verbal Commllnication;以下、VCと 略

す )」 に着目してきた従来の説得研究に「非言語的コミュニケーション (Nonverbal

Communic江 lon;以下、NVCと 略す )」 の視点を導入する。また、「受け手」に注目してき

た従来の説得研究に「送り手」の視点を加える。さらに、送り手と受け手の役割を固定し

た「一方向的」な従来の説得研究に、送り手と受け手の交替という「双方向的」な視点を

取り入れる。

上記のような視点をもつことで、一方向的および双方向的コミュニケーション事態にお

いて、効果的な説得技法の提案ができるのではなかろうか。そこで、本研究では、 トレー

ニング・プログラム開発のための基礎的な知見を提出することを目指す。

1



第 1章 本研究の理論的背景

第 1章 本研究の理論的背景

第 1節 本章の目的

本章の目的は、前述した本研究の 2つの目的を達成するために、その目的に関連のある

社会心理学の領域、すなわち、対人コミュニケーション (interpersonal communication)お

よび説得 (persuasiOn)領 域の研究背景について示すことである。

第 2節 対人コミュニケーションの概念

1.対 人コミュニケー シ ョンの定義 と特徴

社会の中に生きるわれわれは、他者とのかかわりを避けては通れない。家族、恋人、友

人、先輩 。後輩 (上司。部下)、 たまたま病院で隣に腰を掛けていた初対面の他者などであ

れ、対人コミュニケーションを通じて、われわれは他者とのかかわりの中で生きている。

対人コミュニケーションとは、人と人とが音声や身体、事物などのいくつかの手がかりを

用いて、お互いに心理的に意味のあるメッセージを伝え合 うことである (大坊,1998)。 一

般に、対人コミュニケーションは「自己充足的コミュニケーション (consullnmatory

communication)」 と「道具的コミュニケーション (instrumental commllnication)」 の 2つに

概念的に大別できる (大坊,1987)。 自己充足的コミュニケーションとは、コミュニケーシ

ョンをすること自体が目的となるコミュニケーションである。一方、道具的コミュニケー

ションとは、他者を説得する場合のように対人的な目標達成のための手段となるコミュニ

ケーションである。

対人コミュニケーションに備わる本質的な特徴には、1)個人と個人の間で交わされる

コミュニケーションであること (二者のコミュニケーションであること)1、 2)双方向的

過程であること、3)対面性、4)心理的関係の存在、の 4つが挙げられる (深田,1998)。

これら4つの特徴の保有の程度により、対人コミュニケーションとしての性質が明確化す

る。

1 
深田 (1988)は、対人コミュニケーションに備わる本質的な特徴の 1つは、二者のコミュニケーシヨ

ンが基本であるとする。しかし、個人と個人の間で交わされるコミュニケーションであるという本質的特

性が保障されるような、数人の小集団の成員間のコミュニケーションも対人コミュニケーシヨンに含みう

るという。和田 (1999)は 、対人コミュニケーションといつた場合、一対一のコミュニケーシヨンを指す

とする。数人の小集団の成員間のコミュニケーションは 2人のコミュニケーションに単に 1人が加わった

ものではないと指摘し、小集団コミュニケーションと対人コミュニケーションを区別している。ゆえに、

対人コミュニケーションのコミュニケーション当事者数は 2人が基本であると言えよう。



第 1章 本研究の理論的背景

本論文では、二者のコミュニケーションのメッセージ交換に対面性と双方向性が保持さ

れ、二者間に何らかの心理的関係が存在する、道具的コミュニケーションとしての側面の

強い説得状況を扱 う。

2.対 人コミュニケー シ ョンの構成要素

対人コミュニケーション研究に大きな影響を与えたのは ShallnOn&Weaver(1949)の 機

械論モデル (the mechanistic model)で ある (Figure l)。 「情報源 (infomation sollrce)」 が「メ

ッセージ (message)」 を生成し、「送信機 Ktransmitter)」 が「メッセージ (message)」 を「シ

グナル (signal)」 に変換する。この変換作業を「記号化 (encOding)」 という。シグナルは

「チャネル (chamel)」 を通して「受信機 (receiver)」 に伝達される。この解釈作業を「解

読 (decOding)」 という。送信プロセスにおいて、情報源が意図しないものもシグナルとな

りうる。それをノイズ (noisc)と いう。機械論モデルは、受信機が送信機の内容をどれだ

け正確に再現するか、すなわち、メッセージ伝達の効率性に焦点を当てた電気通信システ

ムモデルである。この機械論モデルを対人コミュニケーションに適用したモデルが、Berlo

(1960)の SMCRモ デル である (Figure 2)。 このモデルの命名 は、「送 り手 (Sourcc)」 、「メ

ッセージ (Message)」 、「チャネル (Charmel)」 、「受け手 (Receiver)」 の頭文字からとられ

たことに由来する。このモデルは機械論モデルと同様に、メッセージ伝達の効率性を論ず

る中で、対人コミュニケーションの構成要素 SMCRに着日している。送り手の意図した内

容が受け手に十分に伝わらない場合には、送り手および受け手のコミュニケーション・ス

キル、メッセージやチャネル特性などに原因を求めることができる。また、人は、メッセ

ージに含まれる情報を自己の態度、知識などに基づくフィルターを通して選択的に受容す

る。さらにメッセージ解読の際には、ある部分を強調したり歪めたりして、自分に都合の

よいように解釈する場合もある。

送信シグナル 受信シグナル

Figure l コミュニケーションの機械論的モデル (Sharmon&weaveち 1949)



第 1章 本研究の理論的背景

コミュニケーション・ス→レ

態度

知識

社会的文化脈絡

文イヒ

記号化 記号解読

コミュニケーション・スラ レ

態度

知識

社会的文化脈絡

視覚

聴覚

触覚

嗅覚

味覚

Figure 2 SMCRモ デル (Berlo,1960)

多くのコミュニケーション研究者によって対人コミュニケーションに関するモデルが

提出されている (e.g"Ber10,196Q大 坊,1998;深田,1998;池田,200Q竹内,1973)。 共通す

る構成要素を整理すると、対人コミュニケーションは、「送り手」、「メッセージ」、「チャネ

ル」、「受け手」の 4つの要素から成立する。

(1)送 り手

送り手は、頭の中にある伝達したい心的な情報を記号というメッセージに変換して伝達

する (記号化 )。 送り手の特性が、伝達したい心的な情報内容、および、符号化の正確さと

様式に影響を与える (深田,1998)。 送り手の特性には、個体要因として、コミュニケーシ

ョン・スキル、態度、知識、パーソナリティ、欲求などがある。状況要因として、社会的

特性 (e.g"地位、職業、専門性)がある。

(2)メ ッセージ

メッセージとは、送り手によつて記号化された記号の集合体であり、メッセージの意味

内容のことを指す。メッセージは、VCと NVCに分けられる。

(3)チ ャネル

チャネルは、受け手の感覚器官を指す場合 (Berlo,1960)と メディア (media)を 指す場

合がある。対人コミュニケーションにおいて、チャネルとは、メッセージを運搬するのに

使用される特定の身体部位による行動を意味する (Wicner&Mehrabian,1968)。 メディア

文化



第 1章 本研究の理論的背景

とは、コミュニケーションの成立を可能にする媒介物である (O'Sull市 an,Hartlett Saunders,

&Fiske,1983)。 メディアによつて用いられるチャネルが異なる。一般に、メディアは、対

人コミュニケーションで実際に用いられる交信手段として位置づけられ (川浦,1990)、 対

面、電話、手紙、コンピュータなどの物理的な媒体を指す。なお、送り手と受け手がお互

いに対面している状態で行われるコミュニケーションを対面コミュニケーション

(Face―to―Face Communication;以 下、FTFと 略す)と いう。パソコンや携帯電話などコン

ピュー タを媒介 した コミュニケー シ ョンを CMC(Compute■Mediated Commllnication)と い

う。Table lに主要なメディア、チャネル、コミュニケーションの特性を整理した。

Table l 主要な対人コミュニケーション・メディアとその特性
2

コミュニケーションの特性

メディア チャネル  空間の共有  同時性   記録性
対面

手紙

電話

留守番電話

FAX

携帯電話

テ レビ電話

CMC

すべて

視覚

音声

音声

視覚

音声

視覚+音声

視覚

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

電子メール

チャット

電子掲示板

ホームページ

覚

覚

覚

視

視

視

筋″:川浦 (1990)と松尾 (1999)を 参考に作成した

それぞれのメディアは、1)視覚的手がかりの有無、2)存在感 (social presence)、 3)手

がかりの多少、を組み合わせた特性を有す。視覚的手がかりは電話にはないが対面ではみ

られる。存在感とは、「相手が『そこ』にいると、その人が感じる程度」を指す (り‖浦,1990)。

存在感は、電話は低いが対面は高い。手がかりは電話では音声や発話内容であるが、対面

はそれらの手がかりに視覚的情報が加わる。

本研究ではメディアとして対面に焦点を当てる。対面は他のメディアと比較すると視覚

という感覚チャネルが利用可能であり、存在感が高いメディアである。さらには、聴覚、

2 
空間の共有とは、コミュニケーション当事者が空間を共有しているかどうかを意味する。同時性とは、

対人コミュニケーションがリアルタイム、双方向的に行なわれるかどうかを示す。記録性とは、対人コミ

ュニケーションを記録 。再現可能かを示す。
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触覚、嗅覚といった感覚チャネルも利用可能である。加えて、対面は、コミュニケーショ

ン当事者同士が同じ場所でリアルタイムにコミュニケーションを行うという特徴を有する。

(4)受 け手

受け手は、送 り手が記号化したメッセージの意味を解釈する。この解釈作業を解読とい

う。メッセージそのものに意味が存在するのではなく、受け手がメッセージを解読するこ

とではじめて意味が生じる。このメッセージの解読は、受け手の特性の影響を受ける。受

け手の特性とは、コミュニケーション・スキル、態度、知識レベル、社会的文化的システ

ム内での立場が含まれる (Be■ o,1960)。

この 4つの要素に加えて、対人コミュニケーションで考慮すべき要因に「効果 (ettct)」

がある。効果とは、メッセージによって送り手が受け手に及ぼす影響を指す。メッセージ

を伝達するためには、誰が、何を、誰に、どのようなチャネルを用いて表現するのか、相

手のメッセージをどう認知し、解読するのかが問題となる。「効果」は、「送り手」、「メッ

セージ」、「チャネル」、「受け手」の 4つの要素によつて規定される場合が多い。Figure 3

に 4つの要素と効果の関係を示した。

Figllre 3 対人コミュニケーションの基本的構成要因 (深田,1998)

Shttnon&Weaver(1949)の 機械論モデル、Berlo(1960)の SMCRモデル、深田 (1998)

のモデルは、コミュニケーション当事者の一方を送り手、他方を受け手といつた役割固定

が成り立つ場合のコミュニケーション・プロセスを示している。対人コミュニケーション

においては、送り手はつねに送り手でありつづけ、受け手はつねに受け手でありつづける

ことはありえない。竹内 (1973)は、対人コミュニケーションの双方向性に力点を置き、

コミュニケーション当事者自身に対するフィー ドバック (feedback)現 象をも考慮にいれ

たモデルを提出している (Figure 4)。 すなわち、コミュニケーション当事者は送り手であ

ると同時に受け手としての役割も果たす。そのため、メッセージの記号化、解読、フィー
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ドバックが連続的に繰り返されるのである。

Figure 4 対人コミュニケーションのプロセス・モデル (竹内,1973)

3.対 人コミュニケーションのチャネル

(1)対人コミュニケーション・チヤネルの分類

対人コミュニケーションは多様なチャネルを通じて行われる。メッセージはメディアに

依存し、メディアで使用可能であるチャネルに分散される。送り手がチャネルを通じてメ

ッセージを記号化し、そのメッセージを受け手が解読することによって、そのメッセージ

ははじめて意味をもつ。このプロセスでは、送り手はチャネルの特性を組み合わせてメッ

セージを伝達しようと試み、受け手はそのメッセージを正確に理解しようとする。

一般に、コミュニケーションの形態はチャネルの違いに応じて分類されることが多い

(e.g"Argyle,198驚 Argyle&Kendon,1967;大坊,199驚 Duncan,1969)。 対面的な場面を基本

とすると、音声を伴うか否かによつてわけることができる (Figllre 5)。 なお、Figure 5の 1)

が VC、 2)～6)が NVCに あたる3。

3 
言語学という意味での 「言語」には、語、

韻律 (prOsodic)も含まれる (Ellis&Bcattic,

節、文を指す言語に加えて、 リズム、休止、抑揚 といった

1986)。
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対人コミュニケーション
・チャネル

音声的
 [:1曇曹曇的 1重ン382島唇植|

a音響学的・音声学的属性

(声 の高さ、速度、アクセン トなど)

b発言の時系列的パターン

(間 のおき方、発言のタイミング)

非音声的 3)身体動作

a視線

bジェスチャー、姿勢、身体接触(ア ダプター)

c顔面表情

4)プ ロクセミックス(空間の行動)

対人距離、着席位置など

5)人工物(事物)の使用

被服、化粧、アクセサリー、道路標識など

6)物理的環境

家具、照明、温度など

Figllre 5 対人コミュニケーション・チャネルの分類 (大坊,1998)

(2)対人コミュニケーション・チヤネルの意図性

一般に、VCは、その文意、語義が問題とされるもので、意図的かつ意識的に行われる

程度が高い。NVCは、音声の形式的側面 (発言と沈黙のタイミング、抑揚、大きさなど、

近言語的特徴 )、 視線、顔の表情、ジェスチャー 。姿勢や動作、身体接触 (ア ダプター)、

対人距離や空間行動 (座席の位置、なわばり)、 外見 (容貌、スタイルなど)、 服飾や化粧、

さらには匂いやインテリアなど多くのチャネルを含み、多様な伝達特性をもつている。

NVCは、意図の程度とコントロールの程度を変化させることで記号化される (Lakin,2006)。

すなわち、送 り手はNVCを操作することによって意図的なメッセージを記号化すること

ができる一方で、意図しないメッセージもNVCに よつて伝達している場合がある。した

.がつて、対人コミュニケーションの過程においては、送り手の意図の有無による記号化は、

受け手の解釈、つまり、効果に影響をもたらすのである。

(3)対人コミュニケーション・チヤネルの性差

VCと NVCの記号化や解読には性差が報告されている (Andersen,200&Hall,1984,2006;

Mulac,2006;岡本,2010)。

NVCチャネルに関して、Hall(1984,2006)は 膨大な数の研究をレビューし、次のよう
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な結果を報告している。女性は記号化能力と解読能力が男性よりも高い。また、女性は男

性よりも顔面表出、微笑み、凝視を多く記号化や解読に利用する。さらに、女性は男性よ

りも関心を示す行動 (e.g"う なずき、前傾姿勢 )、 表出的な行動 (e.g"身振 り、頭の動き)、

自己に対する行動 (e.g"ア ダプター、髪をいじる)が多い。一方、男性は女性よりも対人

距離をとり、言い間違いや言いよどみが多い。さらに、男性は女性よりもリラックスして

いることを示し (e.g"だ らりともたれ掛かる、後傾姿勢)、 開放的である (e.g"足 。脚を

開く)が、落ち着きのない行動 (e.g"手足や姿勢を動かす)を とる。Bull(1983)は 、NVC

の記号化と解読に関する性差は、共感性、社会的役割、勢力の差、練習効果、調節という

観点で説明可能であるとしている。しかし、性差の説明には検討の余地が残されていると

も主張している。

言語的チャネルに関して、日本語ではインフォーマルな話し言葉 (e.g"終助詞、人称代

名詞、発音、敬語表現)において性差が顕著である (岡本,2010)。 Mulac(2006)も言語

的チャネルに関して性差を報告しているが、言語形式は話し手の性を明確に示すものでは

なく、性に関連のある “傾向"(gende卜linked“ tendency")であると主張している。

4.対 人コミュニケー シ ョン ロチャネル間の優位性

メッセージは vcと NVCチャネルによつて伝達される。いずれのチャネルが受け手に大

きな影響力を与えるのであろうか。メッセージ伝達にNVCが伝達する情報やそこから得

られる情報は VCよ りも多く (大坊,1998;伊藤,1991)、 NVCが VCよ りも高い影響力をも

つ (Birdwhistell,1955;Mchrabian&Wieneち 1967;Patterson,20H)。 他者の態度の認知は、7%

は VCから、93%(音声 38%、顔面表情 55%)は NVCから行つているという結果 (Mchrabian,

1972)や、社会的な意味の 60%か ら65%が NVCによつて伝達されているという結果

(Birdwhistell,1955)が 報告されている。また、Burgoon(1994)は 、個人差は認められる

ものの、多くの意味がNVCから伝わり、大人はNVCを メッセージ解読の手がかりとして

重視することを報告している。さらに、VCは、事実に関する、抽象的な、そして説得的

コミュニケーションにおいて重要であること、一方、NVCは、関係的、帰属的、感情的、

態度的メッセージにおいて特に重要であることを報告している。

しかし、RichЮnd&McCroskey(2007)は 、これらの研究は「NVCは無意味である。す

べてのコミュニケーションは言語を必要とする。ゆえに、すべてのコミュニケーションは

言語によるものである」といつた俗説が正確ではないことを証明するために、特別に計画






















































































































































































































































